
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 県立広島大学・ひろしま美術館 連携事業 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

ひろしま美術館で平成18年10月7日（土）～11月12日（日）に開催される“創刊50周年みんなの
ともだち「こどものとも」の絵本展”を記念し、絵本の世界の魅力を探る講演会を行います。お子さ
んを幼稚園や小学校に送り出したあと、大学でお話を聞いてみませんか？

平成１８年９月２１日（木）１０：００～１１：４０

「絵本と子どもの発達」
「はじめての美術
　　　～絵本の魅力～」

１０：１０～１０：５０ １１：００～１１：４０

県立広島大学　猪木省三教授 ひろしま美術館　水木祥子学芸員

★会　場：県立広島大学　大講義室（教育研究棟２　1階）
　　　　　   広島市南区宇品東１－１－７１

★対　象：乳幼児・小学生の保護者、絵本に興味のある人

★催　し：◎講演会場入口のロビーで絵本サークル・読み聞かせサークルの活動紹介展示を行います。
　　　　　  ◎図書館では絵本に関する展示を行っています。絵本の閲覧も出来ます。
          　　（図書館は学外の方も利用できます。貸出ご希望の場合は、現住所の確認できる健康保険証・運転免許証などをお持ちください。）

★問合せ先：県立広島大学地域連携センター  電話(082)251-9534
　　　　　　     〒734-8558　広島市南区宇品東1－1－71　

★主　催：県立広島大学、財団法人ひろしま美術館

●申込不要、無料です。直接、会場へお越しください。
●学内には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

■市内電車　①③⑤（宇品線）「県病院前」下車…徒歩7分
■広電バス　12号線（仁保沖町）「県立広島大学前」下車…徒歩2分

 

「ぐりとぐらのかいすいよく」1976年　中川李枝子作/山脇百合子絵
宮城県美術館蔵　Illustration(c)Yuriko Yamawaki 1976

 楽しもう　絵本の世界

絵本が子どもの発達に与える影響を、情操面だけ
に限定せず幅広い視点から取り上げ、逆に子ども
の発達にともない絵本との関わりがどのように影響
しているかも合わせて考えることで、絵本と子ども
の発達との相互関係を明らかにしたいと思います。

多くの人にとって、絵本は生まれて初めて出
会う美術といえるでしょう。絵本の世界に新風
を吹き込んだといわれる「こどものとも」シリーズ
の作品を中心に、色や形、素材や技法に焦点
を当て、美術としての絵本の魅力を探ります。


